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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】マウス膀胱癌に対するBCGの抗腫瘍効果の機序について検討した。 
【方法】マウス膀胱癌細胞株（MB49）に対するBCG（コンノート株）の抗腫瘍効果をin vitroとin vivo（C57/BL6
マウス）で検討した。In vitroでの殺細胞効果はマウスより採取した脾細胞を用い51Cr release assayにより
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（Ｘ線照射後）の腹腔内投与マウスから採取した脾細胞による殺細胞効果は、無処置マウスから採取した脾細
胞に比して同程度であった。BCG感染癌細胞に対する脾細胞の殺細胞効果は、無処置癌細胞に比して有意に高か
った。脾細胞より、NK細胞を除去するとその殺細胞効果は有意に減少した。 
 以上の結果から、BCGの抗腫瘍効果においては、宿主免疫に対する直接的な影響よりも標的癌細胞に対するBCG
の感染がより重要であると考えられた。また、その抗腫瘍効果には非特異的なNK cellに負うところが大きいと
考えられた。 
 本研究はBCG感染腫瘍細胞と宿主腫瘍免疫の関係を明らかにしており、同時にヒト膀胱癌でのBCG膀胱内注入
療法の作用機序の解明に貢献したと考えられ、本研究者は、博士（医学）の学位を授与するに値するものと判
定した。 
